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高度成長期の大量需要に応えた電話機である。1950年代初頭より電電公社の手に
より基礎研究を積み重ね、日本が本格的な高度成長期に入った1963（昭和38）年
頃から複数の会社で量産された。基礎研究の聴覚心理グループが示す電話機の目
標とすべき音響特性を参照して、電話機設計グループが電話機設計を行うといっ
た基本検討を踏まえて設計され、性能を向上させた。大量生産を前提として自動
化も視野に入れて、部品配置や組立方法に配慮した設計で量産された。高性能化
と大量需要に対応した電話機として重要である。
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